
路傍の文化財– 263 –

第
二
編
　
題
目
石
等
の
石
碑

以前は堤防の上に在ったが、明治の中頃、河川改修工事の為現在地に移転された。大きさはこの近
辺で最大級のものである。（きびのさと№39）より

㊴題目石（関戸）
（撫川714）
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